横浜のバス交通史

－バス事業者について－
            4年 平瀬雅弘

1.はじめに

横浜市では現在に至るまで多くの事業者がバス事業に参入し、統合や合併を繰り返してきた。横浜のバス交通史を調査するにあたり、個別のバス事業者に関する情報を集め、歴史の流れを追うことが必要である。この項では現在横浜市内を中心に事業を行っているバス事業者について事業者別にまとめてみた。
2.横浜市交通局
横浜市電気局により1928年11月18日開業。1923年の関東大震災に伴う郊外への人口移動、1927年の横浜市市域拡張の影響により横浜市郊外への交通手段が必要になり、震災からの復旧により路線の新設ができない市営電車に代わっての開業であった。
開業当時市営バスは多くの民営バス事業者と競合し、その中で積極的に路線を拡大、また1932年鶴見自動車を買収するなど路線を充実させていった。

1937年日中戦争の影響でガソリン統制が始まり、市営バスも木炭バスを導入する。また路線も縮小され、民間バスとの競合区間はどちらかが路線を縮小し整理された。市営バスは1945年の横浜大空襲によりバス55台を焼失し全面運休状態になるものの復旧、翌1946年5月31日横浜市電気局は横浜市交通局へと名称を変更し、その後1949年にかけて急速に復興する。民営バス事業者も路線を拡大し、市営バスは神奈川中央交通、相模鉄道と激しく競合、この競合は1962年の運輸協定締結まで続く。
3.神奈川中央交通

　1942年8月、戦時統合により神奈川県相模地区のバス事業者は東海道乗合自動車に統合されることになる。1944年5月、東海道乗合自動車は東京急行電鉄傘下の藤沢自動車と伊勢原自動車を合併し神奈川中央乗合自動車と改称する。東京急行電鉄の傘下であった神奈川中央乗合自動車は、1948年6月東京急行電鉄の分裂の際に小田急電鉄に譲渡される。

　神奈川中央乗合自動車は終戦後の輸送需要の増加を受け増資、1948年にはディーゼルバスを導入し輸送力強化に努める。1951年6月には商号を神奈川中央交通と改める。また京浜工業地帯の発展に伴い通勤需要が増加、1953年から1956年の３年間に126両の新車が投入され90余りの系統が新設されている。横浜市内では横浜市交通局、相模鉄道と1962年の運輸協定締結まで競合する。
4.相鉄バス
　1941年相模鉄道は東京横浜電鉄の傘下に入る。1943年には同じ傘下の神中鉄道を合併する。バス事業は1944年11月、戦時統合により全営業権を神奈川中央乗合自動車に譲渡。戦後のバス事業は相模鉄道が東京急行電鉄から独立した後に開業されたものである。
5.京浜急行バス
　京浜電気鉄道は1927年8月、川崎住宅地から八丁畷間でバス事業を開業する。バス事業の初期、京浜電気鉄道は既設のバス路線の営業権を買収し沿線の系列化を進めた。これは鉄道事業の他バス事業者からの防衛と培養が目的であった。
　1941年11月戦時統合によりまず湘南電気鉄道と湘南半島自動車を京浜電気鉄道が合併し、1942年5月京浜電気鉄道は小田急電鉄とともに東京横浜電鉄に合併され東京急行電鉄が成立する。1948年6月東京急行電鉄は4社に分離、バス事業も元の各社に戻される。
　戦後、京浜急行電鉄は大型ディーゼル車の導入、路線の延長や新設も積極的に行い復興する。
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